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【中学校理科①】 
 

  ◇ 条件を制御した実験を計画する力を育てましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件を制御した実験を計画する力を身に付けさせるために、次のポイントを確認してみま

しょう。 

ポイント 

①生徒が興味をもつ事象を提示し、日常生活や自然の事物・現象から問題を見いだ

して課題を設定しましょう。 

②原因として考えられる要因を確かめる方法を個人で考える時間を設定しましょう。 

③原因として考えられる要因を確かめる方法の妥当性をグループで検討する時間を

設定しましょう。 

④「変える条件（独立変数）」と「変えない条件」を整理して、実験を計画する場面

を設定しましょう。 

 

 

 

 

 

実態 

 理科４（２）、炎の色と金網に付くススの量を調べる実験を計画する際に、「変え

ない条件」を指摘する設問において、正答率は４３．５％と全国より０．６ポイン

ト低くなりました。実験を計画する際に、条件制御の知識・技能を活用することに

課題が見られます。 

 
対策 

条件を制御した実験を計画できるようにするためには、変化すること（従属変

数）と、原因として考えられる要因（独立変数）を全て挙げ、それらの妥当性を

検討します。次に、それらの要因を「変える条件（独立変数）」と「変えない条

件」に整理して、実験を計画する場面を設定します。 

なお、「変える条件（独立変数）」と「変えない条件」を指摘する際、初めに生

徒自身に自分の考えをもたせることが大切です。 
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 生徒が興味をもつ事象を提示し、日常生活や自然の事物・現象から問題を見いだして課題を設定
しましょう。 

取組の例 

第２学年【酸化と還元】全１時間（本時１／１） 

関連 教育出版  「酸素と結びつく変化」P.30～34 

   大日本図書 「酸素と結びつく化学変化－酸化」P.42～51 

東京書籍  「物が燃える変化」P.45～51 

 

 

１．先哲の考えを手掛かりに、問題を見いだいして課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化すること（従属変数）と、原因として考えられる要因（独立変数）を全て挙げる場面を設定

しましょう。 

 
 原因として考えられる要因（独立変数）の妥当性を考える場面を設定しましょう。 

◇ 条件を制御した実験を計画する力を育てましょう。 
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 原因として考えられる要因（独立変数）を
確かめる方法の妥当性をグループで検討する
時間を設定しましょう。 

原因として考えられる要因（独立変数）を
確かめる方法を個人で考える時間を設定しま
しょう。 

 

 

 

 

 

 

２．炭素が関係しているか確かめる方法を個人で考え、グループで検討する。 

 

 

 

 

３．「変える条件」と「変えない条件」を整理して、実験を計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「変える条件（独立変数）」と「変えない条件」を整理して、実験を計画する場面を設定 
しましょう。 
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＜参照＞ 平成３０年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

     平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書 

     平成３０年度全国学力・学習状況調査解説資料 
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【中学校理科②】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野や領域を横断して知識・技能を活用し、科学的に探究する力を身に付けさせるために、

次のポイントを確認してみましょう。 

 

ポイント 

①分野や領域を横断して知識・技能を活用する学習を行いましょう。 

②分野や領域を横断する課題を把握させて、解決に必要な知識・技能に気付かせま

しょう。 

③小学校、中学校、高等学校の学習内容の系統性に留意し、中学校 3年間を見通し

た指導計画を立てましょう。 

 

 

 

 

 

実態 

 理科９（２）、植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を指摘する

設問において、全国より１．３ポイント高いものの平均正答率は２０．７％と低く

なりました。分野や領域を横断した知識・技能の活用に課題が見られます。 

 

対策 

他の分野や領域で身に付けた知識・技能を活用して、自然の事物・現象や日常

生活で目にする事象を多面的な視点に立って考える学習を充実します。また、小

学校、中学校、高等学校の学習内容の系統性に留意し、中学校 3年間を見通した

指導計画を立て、生徒が主体的に探究する学習活動となるようにします。 

 

◇ 分野や領域を横断して知識・技能を活用し、科学的 

に探究する力を育てましょう。 
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 分野や領域を横断する課題であることを把握させましょう。ここでは、3 年生で学習したイオンの知
識を 1 年生で学習した光合成に活用して探究することを伝えています。 

 小学校，中学校，高等学校の学習内容の系統性に留意し，中学校 3 年間を見通した指導計画を立て，
分野や領域を横断して知識・技能を活用する学習を行いましょう。3 年生のイオンの知識・技能を活用
して 1 年生の光合成を考える指導事例です。 

 1 年時に行った BTB 溶液
を使った水草の実験で光合成
の働きを復習します。 

取組の例 

 

全１時間（本時１／１） 

第１学年【光合成の働き】 

関連 教育出版  「光合成のしくみ」P.161～168 

   大日本図書 「光合成と呼吸」P.32～36 

東京書籍  「葉と光合成」P.34～39 

 

第３学年【化学変化とイオン】 

関連 教育出版  「化学変化とイオン」P.3～37 

   大日本図書 「化学変化とイオン」P.144～191 

東京書籍  「化学変化とイオン」P.8～57 

 

 

１．提示された課題を把握し、解決に必要な学習内容や知識に気付く。 

2．課題解決に必要な光合成とＢＴＢ溶液の色の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

◇ 分野や領域を横断して知識・技能を活用し、科学的に探究する力を育てましょう 
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 3 年で学習した水素イオンと BTB溶液の色の学習を振り返ります。 

 分野や領域を横断して知識・技能を活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．課題解決に必要な、水素イオンとＢＴＢ溶液の色の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

４．光合成の働きと水素イオンの増減とを関連付けて考察する。 
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＜参照＞ 平成３０年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

     平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書 

     平成３０年度全国学力・学習状況調査解説資料 
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【中学校理科③】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮説を踏まえて観察・実験の結果を考察し、検討して改善する力を身に付けさせるために、

次のポイントを確認してみましょう。 

ポイント 

① 予想や仮説を立てる場面では、初めに個人で、習得した知識・技能や日常生活

の経験を活用して、自分の考えをもたせる時間を設定しましょう。 

② 自分の考えをもたせた後で、グループなどで対話を通して生徒自身が検討して

改善できるように、助言や問い返しをしましょう。 

③ 考察の場面では、初めに個人で考え、次にグループで実験の条件や結果に照ら

して適切であるかという視点から検討して改善する場面を設定しましょう。 

④ 考察の際に、予想や仮説と観察・実験の結果が一致しているかや課題に正対し

た考察になっているかという視点を明示しましょう。 

 

 

 

 

実態 

 理科３（３）、シミュレーションの結果について考察し、台風の進路を決める条件

を指摘する設問において、全国より２．０ポイント高いものの、平均正答率は 

５４．３％と低くなりました。仮説を踏まえて結果を考察し、検討して改善するこ

とに課題が見られました。 

 

 

◇ 仮説を踏まえて観察・実験の結果を考察し、検討 

して改善する力を育てましょう。 

対策 

予想や仮説を立てる場面では、習得した知識・技能や日常生活の経験を活用し

て自分の考えをもたせる場面を設定した後で、対話を通して生徒自身が検討して

改善できるように、助言や問い返しをします。考察の場面では、予想や仮説と観

察・実験の結果が一致しているか、課題に正対した考察になっているかという視

点を明確にして検討して改善します。 
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 まず、個人で、習得した知識・技能や日常生活の経験を活用して、自分の考えをもたせる時間を設定
しましょう。習得した知識・技能などの視点を明示すると自分の考えがもちやすくなります。 

 自分の考えをもたせた後で、グループなどで対話を通して生徒自身が検討して改善できるように、助
言や問い返しをしましょう。 

取組の例 

第２学年【日本の天気の特徴】全１時間（本時１／１） 

関連 教育出版  「大気の動きと日本の気象」P.228～241 

   大日本図書 「日本の気象」P.268～279 

東京書籍  「大気の動きと日本の天気」P.184～203 

 

 

 

１．台風の経路図から問題を見いだして課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．日本の天気の特徴に関する知識・技能を活用して仮説を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 仮説を踏まえて観察・実験の結果を考察し、検討して改善する力を育てましょう。 
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 変える条件（独立変数）と変えない条件を整理してシミュレーションする計画を立てます。 

 考察の場面では、予想や仮説と観察・実験の結果が一致しているかという視点や課題に正対した考察
になっているかという視点を明示しましょう。 

 

 

 

３．条件を制御して、仮説を検証するためのシミュレーションを計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

４．仮説が成り立つ場合の結果を予想する。 

 

 

５．条件を制御したシミュレーションを行い、予想と結果を比較して個人で考 

察する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
まずは、個人で考察を考える場面を設定

しましょう。 
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 グループで実験の条件や結果に照らして適切であるかという視点から検討して改善する場面を設定
しましょう。 

６．個人の考察をグループで検討して改善する。 

 

 

 

 

 

＜参照＞ 平成３０年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

     平成３０年度全国学力・学習状況調査報告書 

     平成３０年度全国学力・学習状況調査解説資料 

 


